





























事業創造大学院大学紀要　第 7 巻第 1号　2016. 4
82

















































































テムとして、競技者のニーズを中心において設計されたThe UK Coaching Frameworkを
定めている。その中で競技者がどのような構成になるべきかを考えるモデルとしてPartic-

















 ⱥᅜࡢ National Coaching Foundation5(2009c)ࡀ➇ᢏ⪅Ⓨᒎࢆᨭ࠼ࡿࢥ࣮ࢳࣥࢢࢩࢫ


















（出所）National Coaching Foundation（2009c, p.7）から引用したものを筆者修正。
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 ௨ୗࠊᮏ◊✲࡛ࡣ Stringerࡢࣉࣟࢭࢫ࡟ἢࡗ࡚࢔ࢡࢩ࣭ࣙࣥࣜࢧ࣮ࢳࢆ㐍ࡵ࡚࠸ࡃࠋ 
 



























.1 ࠕぢࡿ㸦L 㸧ࠖ  
 Stringer(2007)ࡢࣉࣟࢭࢫ࡟ᚑ࠸ࠊࡲࡎࡣ᪂₲┴ࡢ࢔࣓ࣜ࢝ࣥࣇࢵࢺ࣮࣎ࣝࢥ࣑ࣗࢽࢸ
࢕࡟ࡘ࠸࡚ศᯒࢆ⾜࠺ࠋ 











































（ ₂ ） 全世代に渡って参加志向属性を対象とした競技環境が無いために競技力発達志向
を続けられなくなった場合に引退してしまう人が多い。
（ ₃ ） 社会人以上で高度競技力志向属性を対象とした環境が無く、トップレベルを目指
すには県外に出る必要がある。
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①　スポーツへの社会化の先行研究より
　　　 親・仲間・学校の価値体系における地位の向上。（Kenyon and McPherson
（1973））
　　　 楽しみながら経験する機会の創出。（松岡（2012）、Participant Development 
Model）
②　史的研究・事例研究及び普及理論より
　　　 教育に導入する。（Kaufman and Patterson（2005）、大熊ほか（2005））





















































3 ．3 ．2 　流出を減らす












通常のフラッグフットボールだけでなく、 3 対 2 フラッグフットボールや、ただのフ
ラッグを取り合う鬼ごっこなどプログラムを毎回対象者に合わせることによって、参加者
が楽しみながら体験することができた。すなわち2.3におけるPDMでいえばActive Start、
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表 １ ．フラッグフットボール体験会の概要
日付 場所 参加人数 協力団体
H27.5.30 阿賀野川河川公園 12 なし
H27.7.11 豊栄南運動公園野球場 18 ハピスカとよさか
H27.8.1 阿賀野川河川公園 6 なし
H27.10.11 新潟医療福祉大学 5 新潟医療福祉大学同窓会
H27.11.14 村上体育館 12 ウェルネスむらかみ
※H27.11.21-23 山古志体育館 24× 3 長岡市スポーツ協会

































（ ₁ ） 道具が無い、あるいは大規模校では数が足りない。
（ ₂ ） 児童数が多い場合には教員に指導の技量が必要となる。

























2 つ目の知見はアクション・リサーチの 1 サイクルの中において、小規模アクション・
リサーチのサイクルを回しながら進めていくことが重要だ、ということである。例えば、
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独立行政法人である。
6 2010/ 6 /17, 23, 24　読売新聞夕刊「未来のチカラ　第 2 部　競技現場の今（ ₆ ）～（ ₈ ）」
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